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[要旨] 

 英語の研究および教育の分野ではコロケーションの重要性はすでに広く認知されており、

日本語に関してもコロケーションへの関心が広がりつつある。エスペラントでは、

frazeologio への関心こそ早くに生まれていたものの、コロケーションの研究はこれまで散

発的なものにとどまり、語彙論、辞書論の観点からの記述は少ない。 

筆者は La Revuo Orienta誌上に De vorto al vortoを連載し、コロケーションを含めた語

彙の多面的理解を助けることを試みてきている。本発表では筆者のコロケーション分析の

手法を紹介するとともに、その意義を考察する。 

[resumo] 

   En anglalingva studo kaj instruado la graveco de kunokazemo (angle collocation) 

estas jam vaste agnoskita.  Ankaŭ en la japanlingva tereno, tiu fenomeno lastatempe 

akiris konsiderindan atenton.  En esperantologio kunokazemo estis studata nur 

sporade, tiel ke estas nur malmultaj koncernaj studoj el leksikologia aŭ leksikografia 

vidpunkto. 

   Ĉi tie mi prezentas miajn teknikojn en mia esplorado de kunokazemo kaj konsideras 

ĝian signifon. 

 

０． はじめに 

 筆者も編集に関与した『エスペラント日本語辞典』(2006)は「高度な学習辞典」として単

に訳語を与えるだけでなく、語の使い方を示すことを目指した、発信型の辞書である。そ

の後、筆者は「『エスペラント日本語辞典』の使い方」(RO 2008.1～2009.3)で、その編集

方針・目的を具体的に解説した。 

現在は「de vorto al vorto」(RO 2009.6- 連載中)において、個別の語の使い方をさらに詳

しく解説している。 

本発表では、その背景にある理論的な枠組みおよび調査技法の一部を提示し、その意義

を考察しようとする。 

 

１． コロケーションとは何か 

１．１ 定義 



 英語 collocation, 日本語 コロケーション。Gledhill(2010)にならい"kunokazemo"を当て

る。一応の定義として、「語と語の間における、語彙、意味、文法等に関する習慣的な共起

関係」（堀 2009）。ただし、これと多少違う定義を採用する研究者は少なくない。たとえば、： 

Collocation is the occurrence of two or more words within a short space of each other in 

a text. (Sinclair 1991. 堀 2009による) 

実際には、中心語とその共起語という形で提示されることが多い。 

・danki kore/multe/sincere/elkore/profunde/el la tuta koro/ … 

イディオムを含むが、自由な結合も含み、幅広い。 

・「顰蹙を買う」「努力を買う」「彼を(高く)買う」「夢を買う」「現金で買う」「切符を買う」

「ドルを買う」「ホテルを買う」…… 

類義語「購入する」、反義語「売る」などでの言い換え、受動化などが可能か。 

 名詞とそれを修飾する形容詞、動詞と目的語となる名詞など内容語同士を考えることが 

多いが、機能語を含めることもあり、さらに文法的コロケーション(colligation)、語用論的

コロケーションを含めることもある。 

・「やぶさか」「裏を返す」 

・afabla 感謝表現との親和性 

 

１．２ frazeologioとの関係 

 Wells(2010)は collocation に frazeologi(aĵ)o を当てる。frazeologio がコロケーションと

密接な関係を持つことは確かだが、通常はもっと大きなつながりを含めて指すものと理解

されている。 

Kp. Fiedler (2001) frazeologiaĵojの分類 

 frazeologiaj nomumoj  ekz.: ekologia agrikulturo, kongresa libro 

 ĝemelaj vortparoj ekz.:jen kaj jen, de tempo al tempo 

 fiksitaj konstruaĵoj kun funkciaj verboj  ekz: fari kontribuon 

 parolturnoj  ekz.:sidi sur pingloj 

 komunikaj formuloj  ekz. por diri la veron 

 proverboj  ekz.: du militas, tria profitas 

 flugilhavaj vortoj  ekz. ĉu esti aux ne esti?  Jen staras la demando. 

Cowie(2009)では phraseologyは「慣用連語」と訳される。 

 

２． なぜコロケーションが重要か 

２．１ 言語理論と教育 

 従来、言語理論においてはややもすれば言語における生産性を強調しがちであった。一

般的に適用可能な規則の体系としての文法が関心の中心であったと言える。一方、言語に

おける習慣性・予見可能性を軽視すべきではないとする立場にも正当性がある。 



 言語教育学からすれば、学習者に提示される言語は実際の言語使用に近いことが望まし

い。特に、イギリスでの英語研究、英語学習辞典の流れとなっていて、最近では「例文と

コロケーション」が辞書の記述の重点となっている。英和辞典への影響も大きい。最近、

日本語研究・教育学への影響も顕著にみられる。 

エスペラントでは、Gledhill は（おおむね）この系譜に属する。なお、文体、文学的創造

性の研究へもつながっていく。広高(2010)を参照。 

 

２．２ エスペラントにおける Frazeologioへの関心 

 Zamenhof (1974)はエスペラント言語文化における古典的存在である。もとになったのは、

父の著作であるが、原題は Paralela Rusa-Pola-Franca-Germana Frazeologio aŭ Kolekto 

de proverboj, sentencoj, kaj parolturnoj en tiuj kvar lingvoj. Kompilis M. F. Zamenhof …

であった。 

 東欧圏における frazeologio 研究と符合する。エスペラントでは Fiedler はこの系譜に属

する。英語研究で phraseology が注目されたのは比較的新しい。東欧圏からの影響が認め

られる。Fiedler (2007), Cowie (2009)を参照。 

 

２．３ エスペランティストの貢献 

 英語におけるパイオニア的研究は(元)エスペランティストによって行われた。 

・勝俣(1939) 『英和活用大辞典』(1938ページ) 英語タイトル Kenkyusha's Dictionary of 

English Collocations 

・勝俣(1958)「語が他の語と慣習的に結合して一つの表現単位をなすその姿を広く採集し，

これを文法的に排列したもので，その狙いは英語活動態（English in action）を展示しよう

とするにある」 

・パーマー 動詞型と学習辞典の概念を確立。現在の英語学習辞典におけるコロケーション

への注目に直接つなる。 

 勝俣はエスペランティスト(1920 年早大Ｅ会長)。パーマーもエスペランティストとして

語学教師の経歴(1907)を始め、のちイドに転向したが、滞日(1922～36)中エスペランティス

トと交流。 

 なお、独自の立場からコロケーションに着目した松原(2000)にも注意。 

 

３． コロケーション分析の実際 

コーパスとソフトウェア 

・後藤が収集したテキスト（総計 約 140MB） 

・TXTANA 

http://www.biwa.ne.jp/~lagoinst/index.htm 

赤瀬川史朗氏によるコンコーダンスツール。KWIC コンコーダンスとコロケーション分析 



・CoOccurrence 

http://uluru.lang.osaka-u.ac.jp/~k-goto/cooccurrence.html 

後藤一章氏によるコンコーダンスツール。コロケーション分析と KWICコンコーダンス 

 

manieroの場合 kp. 「de vorto al vorto (14) maniero」(RO 2010.10) 

図１～４を参照 

 

４． まとめとして 

４．１ 「習慣的」とはどういうことか。 

 個別文化依存のコロケーションと普遍的なコロケーション 

 

４．２ 民族語と計画言語におけるコロケーション 

 民族語では「ネイティブスピーカー」が示す判断に従うことを余儀なくされる。計画言

語の場合、「ネイティブスピーカー」はいない。しかし、流暢な使い手は存在する。 

 エスペラントで東洋風のコロケーションは受け入れられるか。 

・porfundaj montojと「深山」 

 

４．３ 品詞転換時のコロケーションの継承の有無 

 エスペラントでは語幹が不変であるので、調べやすい。 

・sincere dankiと sincera danko 

 

 本研究は、科学研究費補助金基盤研究(C)「コーパス利用のコロケーション記述の理論と

方法に関する通言語的研究」（研究課題番号：21520393）の研究成果の一部をなす。 

 

参考文献 

エスペラント日本語辞典編集委員会編 2006 『エスペラント日本語辞典』日本エスペラン

ト学会. 

大曽美恵子・滝沢直宏 2003 「コーパスによる日本語教育の研究 コロケーション及びそ

の誤用を中心に」『日本語学』22,5. pp.233-244. 

勝俣銓吉郎編 1939 『英和活用大辞典』研究社. 

勝俣銓吉郎編 1958 『新英和活用大辞典』研究社. 

後藤斉 2000 「上級への語彙力増強に 『つながり小辞典 A-K』」 La Revuo Orienta 

2000.10. p.27. 

後藤斉 2003 「言語理論と言語資料 ―コーパスとコーパス以外のデータ―」『日本語学』

22,5. pp.6-15. 

後藤斉 2009-2010「de vorto al vorto」La Revuo Orienta連載 



田野村忠温 2009 「コーパスからのコロケーション情報抽出 ―分析手法の検討とコロケ

ーション辞典項目の試作―」en 田野村忠温他『特定領域研究「日本語コーパス」平

成 20 年度研究成果報告書 コーパスを用いた日本語研究の精密化と新しい研究領

域・手法の開発 III』. pp.106-127. 

田野村忠温 2010 「コーパスからのコロケーション情報抽出・続 ―辞書記述への応用の

可能性を前提とした考察―」en 田野村忠温他『特定領域研究「日本語コーパス」平

成 21 年度研究成果報告書 コーパスを用いた日本語研究の精密化と新しい研究領

域・手法の開発 IV』. pp.23-34. 

姫野昌子 2004 『日本語表現活用辞典』研究社. 

広高正昭 2010 「Hajko の作り方（3）取り合わせ（kombinado），省略（ellaso）と焦点

化（enfokusigo）」『La Movado』715. 

堀正広 2009 『英語コロケーション入門』研究社. 

松原八郎 2000 『つながり小辞典 Parto A-K』大阪エスペラント会. 

Cowie, A.P. 2009 南出康世・石川慎一郎監訳 『慣用連語とコロケーション』 くろしお

出版. 

Palmer, H.E. 1938 A Grammar of English Words. London: Longman, Green and Co. Ltd. 

Fiedler, Sabine 1999 Pri Esperanto-Frazeologio. Esperantologio 1: 48-51. 

Fiedler, Sabine 1999 Plansprache und Phraseologie. Frankhurt a.M.: Peter Lang 

Fiedler, Sabine 2001 Frazeologiaĵoj en Esperanto: klasifiko kaj uzo. en: Ch. Kiselman k. 

G. Mattos(red.) Lingva Planado kaj Leksikologio. Chapeco-SC: Fonto. pp.89-113. 

Fiedler, Sabine 2002 Esperanta Frazeologio. Rotterdam: UEA. 

Fiedler, Sabine 2007 English Phraseology: A Coursebook. Tübingen: Gunter Narr. 

Gledhill, Christopher 2010 Frazeologio, kunokazemo kaj leksiko-gramatiko. La 

ekzemplo de predikato-komplemento-esprimoj en Esperanto. en: D. Blanke kaj U. 

Lins (red.) La arto labori kune, Festlibro por Hunphrey Tonkin. Rotterdam: UEA. 

Gotoo, Hitosi 2008 'La Esperanta leksikografio, precipe rilate al la Esperanto-Japana 

Vortaro' en;Ulrich Lins(red.). "Aziaj kontribuoj al esperantologio". pp.7-11. 

Palmer, Harold E. 「人工語に対する私の考え」La Revuo Orienta 1936.4.  

Wells, J. 2010 Enlish Esperanto English Dictionary. 2nd ed. New York: Mondial. 

Zamenhof, L.L. 1974 Proverbaro Esperanta. La Laguna: Juan Regulo. 

 

次ページから 

図１ TXTANAによるmanieroの KWICコンコーダンス 

図２ TXTANAによるmanieroのコロケーション分析 

図３ CoOccurrenceによるmanieroのコロケーション分析 

図４ CoOccurrenceによるmanieroの KWICコンコーダンス 



  



 



 



  


